
別
表
第
一
中

別
表
第
二
中

改
め
る
。

別
表
第
三
三
重
の
項
を
削
る
。

「
三

重

尾

鷲
」
を
削
る
。

「
沖

縄

那

覇
」

沖

縄

沖

縄

那

覇

新

石

垣

を
「

」
に

平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

（
関
税
定
率
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

関
税
定
率
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
七
十
四
条
」
を
「
第
七
十
七
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
第
二
号
た
だ
し
書
中
「
次
号
、
第
四
条
、
第
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
十
三
条
の
三
及
び
第
五

十
七
条
第
十
二
号
に
お
い
て
」
を
「
次
章
を
除
き
、
以
下
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
四
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
主
要
食
糧
」
を
「
生
活
関
連
物
資
」
に
改
め
、「
の
規
定
の
豚
肉
に
つ

い
て
の
準
用
」
を
削
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
中
「
に
係
る
も
ど
し
税
」
を
「
の
減
税
、
免
税
又
は
戻
し
税
等
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
払
い
も
ど
し
」
を
「
払
戻
し
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
保
税
作
業
」
の
下
に「（
関
税
法
第
五
十
六
条
第
一
項

（
保
税
工
場
の
許
可
）
に
規
定
す
る
保
税
作
業
を
い
う
。
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
十
三
条
に
お
い
て
同

じ
。）」
を
加
え
る
。

第
五
十
六
条
第
一
項
中
「
次
条
」
を
「
次
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
の
見
出
し
を「（
使
用
状
況
の
報
告
等
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に「（
軽
減

税
率
適
用
貨
物
の
用
途
外
使
用
の
制
限
等
）」を
、「
受
け
た
貨
物
」
の
下
に「（
第
五
十
七
条
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

税
関
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
軽
減
税
率
の
適
用
を
受
け
た
第
五

十
七
条
第
九
号
に
掲
げ
る
貨
物
の
輸
入
者
等
に
対
し
、
当
該
貨
物
に
つ
い
て
の
業
務
に
関
す
る
報
告
書
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
一
条
中
「
第
十
一
条
の
二
ま
で
」
の
下
に「（
第
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
に
規
定

す
る
」
を
「
の
」
に
改
め
、「
受
け
た
貨
物
」
の
下
に「（
第
五
十
七
条
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、

同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第
一
項
本
文
中
「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
条
の
二
第
二
項
」
と
、

第
十
一
条
の
二
中
「
同
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
条
の
二
第
二
項
に
」
と
、「
同
項
の
規
定
に
よ
り
税
関
長

の
承
認
を
受
け
て
い
る
他
の
製
造
工
場
に
お
い
て
同
項
各
号
に
掲
げ
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
軽
減
税
率
の
適
用

を
受
け
た
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
先
の
製
造
工
場
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
用
途
に
供
し
よ

う
と
す
る
場
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
十
条
及
び
第
十
一
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
軽
減
税
率
の

適
用
を
受
け
た
第
五
十
七
条
第
九
号
に
掲
げ
る
貨
物
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第

一
項
本
文
中
「
同
項
」
と
あ
る
の
は
、「
法
第
二
十
条
の
二
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
一
条
の
二
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
貨
物
の
転
用
」
を
「
物
品
の
転
用
」
に
改
め
、「
以
下
」

の
下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。

第
六
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
児
童
福
祉
施
設
等
の
指
定
）

第
六
十
五
条

法
の
別
表
第
〇
四
〇
二
・
一
〇
号
の
二
の

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
児
童
福
祉
施
設
は
、
児
童

福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
（
助
産
施
設
及
び

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
き
、
母
子
生
活
支
援
施
設
に
あ
つ
て
は
保
育
施
設
を
有
す
る
も
の
、
児
童
厚
生
施

設
に
あ
つ
て
は
保
育
施
設
を
有
す
る
児
童
館
に
限
る
。）と
す
る
。

２

法
の
別
表
第
〇
四
〇
二
・
一
〇
号
の
二
の

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

児
童
福
祉
法
第
十
二
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
児
童
相
談
所
に
設
置
す
る
児
童
一
時
保
護
施
設

二

児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う
ち
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
第
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
等
）
の
規
定

に
よ
る
認
定
を
受
け
た
施
設

第
五
十
六
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

特
定
輸
出
者
（
関
税
法
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
第
一
号
（
輸
出
申
告
の
特
例
）
に
規
定
す
る
特
定
輸
出
者
を

い
う
。）、
特
定
委
託
輸
出
者
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
委
託
輸
出
者
を
い
う
。）又
は
特
定
製
造
貨
物
輸
出

者
（
同
法
第
六
十
七
条
の
十
三
第
二
項
（
製
造
者
の
認
定
）
に
規
定
す
る
特
定
製
造
貨
物
輸
出
者
を
い
う
。）は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
申
請
書
に
同
項
に
規
定
す
る
貨
物
の
輸
入
の
許
可
書
又
は
こ
れ

に
代
わ
る
税
関
の
証
明
書
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
当
該
貨
物
の
輸
出
申
告
を
す
る
税
関
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
五
十
六
条
の
三
及
び
第
五
十
六
条
の
四
中
「
次
条
」
を
「
次
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
第
十
二
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
中
「
第
七
十
四
条
」
を
「
第
七
十
七
条
」
に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

法
の
別
表
第
二
七
一
〇
・
一
九
号
の
一
の

の
Ａ
の
⒝
及
び
第
二
七
一
〇
・
二
〇
号
の
一
の

の
Ａ
の
⒝
に

掲
げ
る
重
油
及
び
粗
油

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に「（
軽
減
税
率
適
用
貨
物
の
用
途
外
使
用
の
制
限
等
）」

を
加
え
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

当
該
貨
物
の
用
途
及
び
使
用
場
所
（
前
条
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
用
途
及

び
使
用
予
定
計
画
）

第
五
十
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
十
号
」
を
「
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
書
面
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
証

明
書
を
当
該
書
面
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
貨
物
が
前
条
第
七
号
に
掲
げ
る
飼
料
用
に
供
す
る
種
類
の
調
製
品
で
あ
る
と
き

そ
の
旨
を
記
載
し
た

農
林
水
産
大
臣
の
証
明
書

二

当
該
貨
物
が
前
条
第
九
号
に
掲
げ
る
重
油
及
び
粗
油
で
あ
る
と
き

そ
の
旨
を
記
載
し
た
農
林
水
産
大
臣
又

は
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
書

第
五
十
八
条
第
三
項
中
「
使
用
す
る
者
」
の
下
に「（
前
条
第
九
号
に
掲
げ
る
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
貨
物
を
販

売
す
る
者
）」を
加
え
る
。

第
五
十
九
条
中
「
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
」
を「（
同
条
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い

て
、
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
（
軽
減
税
率
適
用
貨
物
の
用
途
外
使
用
の
制
限
等
）」に
改
め
、同
条
た
だ
し
書
中「
第

十
一
号
及
び
第
十
二
号
」
を
「
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
そ
の
輸
入
」
を
「
当
該
貨

物
の
輸
入
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
十
号
」
を
「
第
十
一
号
」
に
、「
同
条
第
十
一
号
」
を「
同
条
第
十
二
号
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
軽
減
税
率
の
適
用
を
受
け
た
第
五
十
七
条
第
九
号
に
掲
げ
る
貨
物
の
輸
入
者
そ
の

他
の
販
売
者
及
び
税
関
長
が
指
定
す
る
使
用
者
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
輸
入
者
等
」
と
い
う
。）は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

当
該
貨
物
の
販
売
者

受
け
入
れ
た
当
該
貨
物
の
受
入
年
月
日
及
び
受
入
先
（
輸
入
者
に
あ
つ
て
は
、
輸
入

の
許
可
に
係
る
税
関
、
そ
の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
書
の
番
号
（
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告

書
の
提
出
の
年
月
日
及
び
特
例
申
告
書
の
番
号
を
含
む
。））
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
場
所
並
び
に
販
売
し

た
当
該
貨
物
の
販
売
年
月
日
、
販
売
先
及
び
そ
の
業
種
並
び
に
こ
れ
ら
の
貨
物
の
性
状
、
数
量
及
び
価
格

二

税
関
長
が
指
定
す
る
使
用
者

受
け
入
れ
た
当
該
貨
物
の
受
入
年
月
日
、
受
入
先
、
性
状
、
数
量
、
価
格
及

び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
場
所


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